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第
3
8回

市
民
公
開
健
康
講
座

足
の
だ
る
さ
、
む
く
み
、
血
管
の
ふ
く
ら
み

。下
肢
静
脈
瘤
の
話
”
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第
3
8回
市
民
公
開
健
康
講
座
（
奈
良
新
聞
社
主
催
）
が
去
る
３
月
1
6日
、

奈
良
市
学
園
南
３
丁
目

の
学
園
前
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
市
民
約
３
０
０

人
が
参
加
し
た
。
同
講
座
は
病
気
に
対
す
る
正
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
て

も
ら
お
う
と
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
は
「
足
の
だ
る
さ
、
む
く
み

、
血
管
の

ふ
く
ら
み

ず

肢
静
脈
瘤
（
リ

ゆ
う
）
の
芦

」
を

テ
ー
マ
に
、
高
の
原
中
央
病
院
心
臓
血
管
外
科
部
長

の
合
志
桂
太
郎
氏
が
講

演
。
下
肢
静
脈
瘤
は
静
脈
弁

の
異
常
に
よ
る
進
行
性
の

病
気
で
あ
り
、
４

対
１
の

割
合
で

女
性
に
多
い
。
時
間
と
と
も
に
必

ず

進
行

し
、
薬
で
は
治
ら
な
い
こ
と
、
治
療
の
た
め
に
は
下

肢
静
脈
瘤
超
音
波
検
査

が
必
要
な
こ
と
な
ど

を
述

べ
、
合
わ
せ
て
治
療
法
に
つ
い
て
も
解
説
し
た
。
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高
の
原
中
央
病
院

心
臓
血
管
外
科
部
長

＊
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＊
　

＊

進
行
性
で
静
脈
弁
に
異
常

―
心

臓

血

管

外
科

の

治

療
に

は

、

狭
心

症

・

心

筋
梗

塞

な

ど
へ

の

冠

動
脈

バ

イ

パ
ス

、

左

室

形

成

術

な

ど

、
弁

膜

症
へ

の

人
工

弁
置

換

術

、

弁
形

成

術

な
ど

、

不

整

脈
へ

の

Ｍ

ａ
ｚ

ｅ
手

術

な
ど

、

胸

部

大

動

脈

瘤
、

腹
部

大

動
脈

瘤
、

大

動

脈

解

離
な

ど

へ

の

大
動

脈

人

工

血

管

置

換
術

、

ス

テ
ン

ト

グ
ラ

フ
ト

内

挿

術
な

ど

、

閉

塞
性

動

脈

硬

化

症

な

ど

へ

の

下

肢

動

脈

バ

イ

パ

ス

術

（
人

工

血

管

・
自

家

血

管

）

、

血

栓
内

膜

摘

除

術
な

ど

が

あ

り

、
下

静
脈

瘤
に

は
下

肢
静

脈

瘤

抜

去

切

一
一

合
志
　
桂
太
郎

氏

＊
　

＊

除
術

、

血

管
内

焼

灼

術

を
行

い

ま

す

。患
者

様

と
一

番

か

か

わ
り

の

多

い

当

科
の

疾

患
は

、
下

肢
静

脈

瘤

で

は

な

い

か

と
思

わ

れ

ま

す

。

―
下

肢

静

脈

瘤
と

は

、
下

肢
静

脈

の

弁

機

能

不

全
に

よ

り

血

液

が
逆

流
し

、
下

肢
静

脈

圧

が

上
昇

し

て

静
脈

の

拡

張
・

怒

張

・

蛇
行

が
起

こ

る

病
気

で

す

〈
図
１

〉

。

血

液

は

心
臓

か

ら

動

脈
で

全
身

の

臓

器
に

運
ば

れ

、

使

わ
れ

た

血

液
は

静

脈

を
経

て

心

臓
に

戻

つ
て

き
ま

す

。

動
脈

は

、

内

膜
（
内

皮

）

＊
　

＊

＊
　

＊

の
周
り
に
中
膜
、
弾
性
膜
、
栄
養

血
管
、
外
膜
が
取
り
囲
ん
で
い
ま

す
。
静
脈
も
同
じ
よ
う
な
構
造
で

す
が
、
動
脈
と
違
う
と
こ
ろ
は
、

静
脈
に
は
静
脈
弁
が
付
い
て
い
る

と
こ
ろ

が
異
な
り
ま
す

。

動
脈
は
血
液
を
心
臓

が
押
し
出

す
力
で
運

び
ま
す
が
、
静
脈
は
血

〈

図

１

〉

〈

図
３

〉

液
を
心
臓
が
吸
い
上
げ
る
力
、
呼

吸
に
よ
り
吸
い
上
げ
ら
れ
る
力
、

そ
し
て
足
の
筋
肉
の
収
縮
に
よ
っ

て
運
び
ま
す
。
弁
が
正
常
で

す
と

血
液
は
心
臓
に
向
か
っ
て
戻

っ
て

い
き
ま
す
が
、
弁
異
常
が
生
じ
る

と
、
逆
流
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
の

弁
異
常
が
足
の
静
脈
に
生
じ

、
静

脈
瘤
が
発
症
し
ま
す
。
弁
異
常
の

起
こ
る
場
所
と
し
て
、
深
部
静
脈

と
大
伏
在
静
脈
の
合
流
部
、
深
部

静
脈
と
小

伏
在
静
脈
の
合
流
部
お

よ

び
穿
（
せ
ん
）
通
枝
と
呼
ば
れ

る
、
深
部
静
脈
と
表
在
の
静
脈
を

結
ぶ

静
脈

が
主

に
上

げ
ら

れ
ま

す
。
さ
ら
に
大
伏
在
静
脈
や
小
伏

在
静
脈
か
ら
分
岐
し
て
い
る
枝
の

静
脈
に
の
み
弁
逆
流
が
生
じ

る
こ

と
も
あ
り
ま
す
《
図
２

〉
。

血
液
の

逆
流

が
生
じ
て
い

る
か

と
う
か
を
確
認
す
る
に
は
、
下

肢

静
脈
血
管
超
音
波
検
査
を
行
う
必

<図 ２ 〉

要
が
あ
り
ま
す
《
図
３
〉

。

弁
異
常
で
発
症
す
る
下

肢
静
脈

瘤
を
一

次
性

静

脈
瘤

と
い

い

ま

す
。
血
流
が
あ
る
限
り
逆
流
は
継

続
す
る
の
で
、
時
間
と
と
も
に
静

脈
瘤
は

必
ず
進
行
し

ま
す

。
治
療

と
し
て
は
逆
流
を
止
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、

薬
で
は
治
る
こ
と

は
な
い
の
で
、
基
本
的
に
は
手
術

が
必
要

と
な
り
ま
す
。

発
生
率
は
男
性
の
1
0％
か
ら
1
5

％

、
女
性
の
2
0％

か
ら
2
5％

が
発

症
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

。
男

女
比
は
１
対
４

で
、
女
性
に
多
く

発
症
し

ま
す

。
発
症
好
発
年
齢
は

男
性
4
5歳
前

後
、
女
性
3
7歳
前
後

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
症
状

は
下

肢
倦
怠
（
け
ん
た
い
）

感
、

む
く
み

、
下

肢
易
疲
労
、
け
い
れ

ん
、
こ

む
ら
返
り
な
ど

が
多
く
、

進
行
す
る
と
皮

膚
炎
、
湿
疹
、
色

素
沈
着
、
脂
肪
皮
膚
硬

化
、

潰
瘍

な
ど
を
認
め
ま
す
。

静
脈
瘤
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
類
方

法
が
あ
り
、
形
態
か
ら
、
大
伏
在

型
静
脈
瘤
、
側
枝
型
静
脈

瘤
、
網

目
状
静
脈
瘤
、
ク
モ
の

巣
状
静
脈

瘤
に
分
類
さ
れ
ま
す
〈
図
４

〉
。

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｐ

分
類
と
い

う
も
の
も
あ

り
、
そ
の
中
の

臨
床
分
類
と
し
て

Ｃ
Ｏ

か
ら
Ｃ
６

ま
で

あ
り
、
Ｃ
Ｏ

は
視
診
・
触
診
を
行
い
異
常
な
し

と
い
う
こ
と
で
基
本
的
に
治
療
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん

。
Ｃ
Ｉ

～
Ｃ

３
は
ク
モ
の

巣
状
あ
る
い
は
網
目

<図 ４ 〉

〈図 ５ 〉 Ｃ Ｅ Ａ Ｐ 分 笑頁

■ 臨 床 分 類 （Clinical cla ｓｓi↑ｉｃａｔｉｏｎ）
CO: 視 察 ・ 触 診 で 静 脈 瘤 な し

CI: ク モ の 巣 状 （径ｌｌｍ以 下 ） あ る い は 網 目 状 静 脈 瘤

（径３１ｍ以 下 の 静 脈 瘤 ）

C2: 静 脈 瘤 （立 位 で 径 ＆閤 以 上 の 静 脈 瘤 ）

C3: 浮 腫

C4: 皮 膚 病 変 （C4a: 色 素 沈 着 ・ 湿 疹 、C4b: 脂 肪 皮 膚 硬 化

・白 色 萎 縮 ）

C5: 潰 瘍 の 既 住

C6: 活 動 性 潰 瘍

■ 病 因 分 類 （Eｔｉｏｌｏｇｉｃａｌ ｃｌａｓｓificat ｉｏｎ）

Ec: 先 天 性 静 脈 瘤

Ep: 一 次 住･｡｡i｡1j

Eｓ:二 次 性 静 脈 瘤

En: 病 因 静 脈 不 明

■ 解 剖 学 的 分 布 （Ａｎａｔｏｍｉｃ ｃｌａｓｓifica ｔｉｏｎ）

Aｓ:表 在 静 脈

Ap: 交 通 枝 （穿 通 枝 ）

Ad: 深 部 静 脈

An: 静 脈 部 位 不 明

■ 病 態 生 理 的 分 類 （Ｒａｔhoph ｙｓｉｏｌｏｇｉｃ ｃｌａｓｓifica ｔｉｏｎ）

Pｒ:逆 流

Po: 閉 塞

Pｒ.０:逆 流 と 閉 塞
Pn: 病 態 不 明

状

静
脈

瘤
、

浮

腫
で

相

対

的
治

療

適

応

、
Ｃ
４

～
Ｃ

６

は

皮

膚

病
変

、

潰

瘍
の

既

往

、

活

動
性

潰
瘍
な

ど

で

治

療

適
応

、

対

処
療

法
の

対

象

と

な
り

ま

す

《
図
５

〉

。

－

治
療

は

先

述

の
よ

う
に

手
術

が

原

則

と
な

り

ま

す

が
、

症

状
緩

和

や

美
容

面

改

善

を

優
先

し

た
姑

息

（

こ

そ
く

）

療

法

と
、

原
因

解

決

を

目

的
と

し

た

根

治
療

法
に

大

き

く

分

け
ら

れ

ま

す

。
姑

息

療
法

と

し
て

、

圧

迫

療

法

、
硬

化

療
法

、

高

位

結
紫

（

さ
つ

）
な
ど

が
あ

り

ま

す

。
圧

迫

療

法

は
ス

ト
ッ

キ

ン

グ

を

着
用

し

、

症

状
を

緩

和
さ

せ

ま

す

。
硬

化

療

法

は
表

在

静
脈

の

①大伏在型静脈瘤
②倶|』枝型静脈瘤
③網目状静脈瘤

④クモの巣状静脈瘤

「下 腿潰 瘍・下肢静 脈瘤 診療ガ イドライ ン」 より

Eklof aRut陥rfordRBer 励nJJetal 勉visionoft 陥CEAP classifi Qtion for
chronic venous disordersXnsensus stat印扮nt，J VazSurg,20 佩411248-1252.

弁
機

能

不

全
、

高

位

結

紫
と

の

併

用

で

行
い

、

薬
剤

を

静
脈

に

注

入

し
て

静

脈

を

潰
し
て

し

ま

う

療

法

で

す

。
高

位
結

鈷

は

硬

化
療

法

な

ど

と

併
用

し

行
い

ま

す

が
、

血

栓

性
静

脈

炎

を
併

発

す

る
こ

と

が

あ

り
、

あ

ま

り
根

治

性

は

高
く

あ

り

ま
せ

ん

。

根
治

性

の

高
い

治

療

と

し

て

古

典

的
に

行

わ

れ
て

い

る

治

療
が

、

静
脈

瘤

抜

去

切
除

術

（

ス

ト
リ

ッ

ピ
ン

グ

）
で

あ

り

ま

す

が

、

出
血

や

疼

（
と

う

）

痛

な
ど

患

者

様
の

負

担

を
軽

減

し
よ

う

と

す

る

試
み

か

ら
、

血

管

内

焼
灼

術

が

開

発
さ

れ

、

負
担

を

少

な

く
し

、

静

脈
瘤

抜

去
切

除

術

と

同

等
の

根

治

性
を

得

ら
れ

る
よ

う
に

な

っ
て

き

ま
し

た

。

下

肢
静
脈

瘤
血

管

内

焼
灼

術

は
、
２
０
工
１

年
か
ら
レ
ー
ザ
ー

に
よ

る
血
管
内
レ
ー
ザ
ー
焼
灼
術

が
、
2
0
1
4

年
６
月

か
ら
ラ

ジ

オ
波
に
よ
る
血
管
内
高
周
波
焼
灼

術
が
、
保
険
治
療
と
し
て
認
め
ら

れ
る
よ

う
に
な
り

ま
し
た

。

下

肢
静
脈
瘤
血
管
内
焼
灼
術
を

行
う
に
は

適
応
基
準
を
満
た
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
適
応
を
決

め
る
に
は
、
下

肢
静
脈
血
管
超
音

波
検
査
を
受
け
て
い

た
だ
く
こ

と

が
必
要
で
す

。
そ
の
反

対
に
下

肢

静
脈

血

管

内

焼

灼

術

が

適
応

と

な

ら

な
い

条
件

も
あ

り

ま

す

。

動

脈

性

血

行

障

害
の

あ

る
方

、

歩

行

困

難

な

方
、

経

口

避

妊

薬
や

ホ
ル

モ

ン

薬

服
用

の

方

、

重
篤

な

心

疾

患

の

あ

る
方

、

シ
ョ

ッ

ク

状

態

、

プ

レ

シ
ョ

ッ

ク

状

態
に

あ

る

方

、

妊

婦

ま

た

は

妊

娠

の

疑

い

が

あ

る

方

、
ス

テ

ロ

イ

ド

服
用

中

の

方

、

ベ
ー
チ

ェ

ッ

ト

病
の

方

、

骨

粗

耘

（
し

ょ
う

）

症

薬

を
服

用

し
て

い

る

方

、
血

栓

性

素
因

の

あ

る

方
に

は

行
え

ま

せ

ん

。
そ

の

場

合

は

抜

去
切

除

術

な

ど

他
の

治

療

法

を

検

討
し

な
け

れ

ば
い

け
ま

せ

ん

。

下

肢
静

脈

血
管

内

焼

灼

術
の

利

点

は

、
低

侵

襲
で

局
部

麻

酔
下

で

も

施

術
可

能

な
こ

と
、

日

帰

り

手

術

が
可

能

な

こ

と

、
出

血

・

疼

痛

な
ど

の

合

併

症

が

少
な

い

こ

と

、

仕

上

が
り

が
奇

麗
で

血

腫

形

成

が

少

な
い

こ

と

が
あ

げ
ら

れ

ま

す

。

合

併
症

と

し
て

は
、

疼

痛

・

出

血

が
あ

り

ま

す

。

一
番

軽

症
で

頻

度
の

多
い

合

併

症
で

す

が

、

消

炎

鎮

痛

剤
の

服

用
で

ほ

ほ
１

０

０

％

改

善

さ
れ

ま

す

。

伏
在

神
経
へ

の

熱

の

影

響

の

た

め

に

神

経

麻

葡

（

ま
ひ

）

で

は
し

び
れ

が
最

も

多

く

、

運
動

麻

葡

は

基
本

的

に

は

認

め

ま
せ

ん

。
水

庖

・
熱

傷
な
ど

の

皮

膚

障

害
は

十

分

な
局

所

麻

酔
で

回

避
可

能

で

あ
る

こ

と

が

多
い

で

す

が
、

皮

膚

と
血

管

の

距

離

が

短

い

患

者

様

に

は

慎

重

に

行

う

必

要

が
あ

り

ま

す

。

再

発
は

、

血

管

径
1
0
引

片
以

上

で
焼

灼

不

足

や

焼

灼
む

ら

が

あ

る

と
起

こ

る

こ

と

が
あ

り

ま

す

。
再

焼

灼

術
は

原

則

と
し

て

行

わ

ず

、

基

本

的
に

は

抜
去

切

除

を

行
い

ま

す

。ま
れ

に

深

部
静

脈

に

血

栓

を
形

成
す

る

こ

と

が
あ

り

ま

す

の
で

、

定

期

的
な

血

管
超

音
波

検

査

を

行

う
必

要

が

あ

り
ま

す

。

血

栓

を

生

じ
た

場

合

に

は

、

程
度

に

よ

っ
て

治

療

法

が
異

な
り

ま

す

が

、

追

加

手

術

が

必

要

な

場

合

も

あ

り

ま

す

。足

が
だ

る
い

、

む

く

む
、
つ

る
、

黒
い

、

か

ゆ
い

、

皮

膚

炎
、

け

が

が
治

り

に

く
い

、

潰
瘍

、
浸

出

液

な
ど

が
あ

る

方
で

足
の

血

管

が
膨

ら
ん

で

い

る

方
は

、
心

臓

血

管

専

門
医

、

脈

管

専
門

医

、
あ

る

い

は

下

肢

静

脈

瘤
を

治

療
し

て

い

る

医

療
機

関

を

受

診
し

て

く

だ
さ

い

。

ま

ず

問

診
・

視

診
・

触
診

の

あ

と
、

血

管

逆

流
の

有

無

を

確
認

す

る
た

め

に

、
下

肢

静
脈

血

管

超

音

波
検

査

を

行
い

ま

す

。
そ

し

て

治

療
の

必
要

性
の

有

無

を

判
断

し

ま

す

。治

療

は
日

帰
り

手

術

も
可

能

で

す

が
、
工

お
２
日

あ
惑

い

は
２

お

３

日

で

、

患

者
様

の

状
況

に

合

わ

せ

て

行
い

ま

す

。

全
身

麻
酔

お

よ

び
局

所

麻

酔
の

う

え

血
管

内

焼

灼

術
、

下

肢

圧

迫
を
2
4
時

間
施

し

、

日

帰

り

手

術
の

方

は

外

来
で

翌
日

診
察

を

行
い

ま
す

。
入

院
さ

れ

て

い

る

方

は

翌
日

朝

に

診

察
を

行

い

退
院

し
て

い

た
だ

き
ま

す

。

退

院

か

ら
１

週

間
後

、
１

ヵ

月

後
、

２
ヵ

月

後
、

半

年

後
な

ど

に

値

曰
波

検

査
で

フ

ォ
ロ

ー
し

、

術

後
２

ヵ

月

か

ら
３

ヵ

月
の

ス

ト

ッ

キ
ン

グ

着

用

を

推

奨
し

ま

す

。

や

が
て

ス

ト
ッ

キ
ン

グ

が
不

要

に

な

り
ま

す

。

－

下

肢

静

脈

瘤
は

、

良

性
で

す

が

静
脈

弁
の

異

常
に

よ

る

進
行

性

の

病
気

で

す

。

診
断

・

治
療

に

は
下

肢
静

脈

血

管
超

音

波
検

査

が

絶
対

に

必

要
で

す

。
根

治

性

が

高
い

治

療
は

、
下

肢
静

脈

瘤
抜

去

切

除

術

（
ス

ト

ッ

ピ
ン

グ

）

も
し

く

は
下

肢
静

脈

瘤

血
管

内

焼
灼

術

で

あ

る

と
い

え

ま

す

。
下

肢
静

脈

瘤
血

管

内
焼

灼

術

は

患
者

様
の

負
担

も

少

な
く

、

根

治

性
を

十

分
に

期

待

で

き
る

治

療
で

し

ょ
う

。
下

肢
静

脈

瘤
の

治

療
に

は

適
応

基

準

が
あ

り

ま
す

の
で

、
下

肢

静
脈

血

管

超

音

波
検

査

を

受

け
て

い

た

だ
く

こ

と

が
必

要
で

す

。


	page1

